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新たな指定制度について（案） 

 

 

１．新たな指定制度の考え方 

（１）景観遺産 

大垣市の近代化を支えた産業・文化等の近代遺産や、地域の歴史・文化の蓄積を感

じさせる建造物などで、一定水準以上（原則基準点数以上で審議会委員の審議による

もの）の物件を景観遺産として指定する。 

 

（２）景観遺産に準ずるもの 

景観遺産の指定には至らないものの、身近で地域住民に親しまれている建造物など

で、地域の景観まちづくりの活用等に繋がるよう、一定水準以上（景観遺産の指定基

準点数未満ではあるが、一定基準以上で審議会委員の審議によるもの）の物件を景観

遺産に準ずるものとして指定する。 

 

○指定名称：景観遺産に準ずるものであることから、それにちなんだ名称とする。 

「準景観遺産」「まちの宝物」「景観自慢」「景観遺産ジュニア」 など 

 

○指定基準：意匠性、郷土性、表象性、規範性、親和性のうち、特に「郷土性（シンボ 

ル的な存在で地域住民に親しまれているもの）」を重視し、地域性（ローカ 

ルで限定的なものも含む）を考慮する。 

 

○詳細基準：◎と群Ａの合計が３つ以上 ⇒指定 
◎と群Ａの合計が２つ   ⇒指定の方向で審議 

群Ｂが３つ以上      ⇒群としての取り扱いを審議 

保留が３つ以上      ⇒保留の理由を確認のうえ審議 

 

（３）過去の応募物件の取り扱い 

過去の応募物件については、一定水準以上の物件（上記詳細基準による）を審査の

対象とする。 

 

【参考】景観遺産指定等の状況 

年度 
応募件数 

（重複を含む） 
諮問件数 

答申件数 

（重複を含む） 
指定件数 

平成２２年度 ３６９件 ２４７件 ６４件 ４６件 

平成２３年度 １７２件 ６８件 ２３件 １４件 

平成２５年度 １３件 １１件 ４件 （予定） ４件 

計 ５５４件 ３２６件 ９１件 （予定）６４件 

※予備登録物件：１７件 

資料５ 
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（４）指定後の保全・活用等 

指定した物件については、現行制度と同様に指定の旨を表示する標識（標示プレー

ト等）を設置し、市広報やホームページ等による周知を行う。また、将来的に景観遺

産の指定に繋がるよう、保全や活用のための技術的支援を行う。 
 
●景観遺産との比較表 

 現状の変更等 一般への周知 
財政的支援 

（景観形成事業補助金） 
技術的支援 

景 観 遺 産 事前届出 ○ ○（一部） ○ 

景観遺産に 

準ずるもの 
事前連絡 ○ × ○ 

 

 

２．指定の流れ 

 

 

 

応募物件 

 

 

審査対象物件     対象外

予備登録物件 

 景観遺産指定物件 

国宝・重要文化財 など 

選定物件 

・書類審査 

・現地調査 

 

【景観遺産に準ずるもの】 

指定候補物件                             

 

除外 

 

予備登録                        

・所有者の意向等要件が整えば             所有者の 

除外 

指定可能な物件                   同意× 

指 定 

・指定通知書 

・標示プレート 

 

指定候補対象外 

 

 

候補物件 

 

 

指 定 

・指定通知書 

・標示プレート 
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３．景観遺産等の制度イメージ 

 

 

 

 

   

     

 

 

 

景観遺産 

 

（予備登録物件） 

 

景観遺産に準ずるもの 

 

 

景観重要建造物・樹木 

景観重要公共施設 
国宝 

国重要文化財ほか 


